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	一　難民審査参与員に対する案件配分に関し、2023年5月30日の参議院法務委員会の質疑では、参与員に対して依頼の配分数に偏りがあるように見えるのは、主として参与員側の都合と事情という旨の答弁がなされた。具体的には、「参与員としての職務以外の職務の状況、御本人の体調や御家族、御家庭などの状況、異なる専門分野の難民審査参与員によって班が構成されるよう配慮するなどの事情から処理件数が少なくなることもございます。」とのことであった。しかしこの理由付けは、私たちが行った参与員からのヒアリング結果とかい離がある。
	１　なぜ、参与員が希望しても仕事が配分されないのか。
	２　常設班にも組み込まれないケースがあるのはなぜか。
	３　班編制や案件の割り振りに当たって、以前の答弁で示されたように、参与員の専門性を分類する3つの専門分野の組合せ以外の政治的ないし属人的な配慮が判断要素となることはない、と断言できるか。

	二　出入国在留管理庁が「迅速な処理が可能かつ相当」とした、いわゆる「迅速案件」は、2022年に処理した4,740件のうち、全体の約65％に当たる3,065件にも上ることが、参議院法務委員会理事会に提出された資料から明らかになった。
	三　出入国管理及び難民認定法等の改正の際に指摘された前記の案件依頼の偏りや迅速案件の比率だけではなく、迅速案件を臨時班がそれ以外の案件を常設班が行うという二分法とも言うべき処理手順につき、改善のための検討を行う意思はあるか。

